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飛躍の年に 
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　今年は太平洋戦争突入70周年の年です。 
　１９２９年、ニューヨークの株が大暴落し、世界は大恐慌となりました。どの国も
経済の建て直しをめざして積極的な活動を展開しました。 
　日本、ドイツ、イタリアでは、軍部が台頭し、自由と民主主義を抑圧して軍事
体制を確立し、自国の繁栄をめざしました。 
　本来なら外交努力を尽くして、平等互恵の平和な状態で各国が発展する道を進
むべきでした。ところが、日、独、伊の三国は軍事同盟を結び、戦争を仕掛け、
第二次世界大戦へと突き進んでいきました。 
　私には、今の世界状況が当時と似ているように思えてなりません。リーマンシ

ョックに端を発した経済危機、朝鮮半島や尖閣諸島の動きを見るにつけ、その思いを強くするのです。 
　私は、戦前、戦中、戦後を経験していますが、爆撃によ　私は、戦前、戦中、戦後を経験していますが、爆撃によって焼け野原となった姫路の姿って焼け野原となった姫路の姿、食べる物がな、食べる物がな
くて飢えをしのいだことなどを思い出して、戦争だけはしたくないと真剣に思います。 
　私たちは、喜怒哀楽を表す感性と、感性を制御して冷静　私たちは、喜怒哀楽を表す感性と、感性を制御して冷静に判断する理性を持っていますに判断する理性を持っています。日本を取り巻。日本を取り巻
く環境が興奮状態にあるときですから、理性を働かせ、理性の輝く年にしたいものだと願っています。 
　今年は柳田國男先生の50回忌の年でもあります。先生は民俗学の父と呼ばれ、全国的にも没後50年を記
念する行事が企画されていますが、福崎町においても町制55周年の記念事業として取り組みます。 
　政治も経済も安定していませんが、それだからこそ、知恵と力を出して、「活力にあふれ　風格のある　
住みよいまち」をつくるために努力しようではありませんか。 
　本年もよろしくお願いいたします。 
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　新年あけましておめでとうございます。 
　皆様におかれましては、希望に満ちた新春をお迎えのことと、心からお慶び申
し上げます。昨年12月町議会定例会におきまして、議長に就任いたしました、 
松岡秀人でございます。福崎町議会を代表しまして、謹んで新春のごあいさつを
申し上げます。 
　昨年を振り返りますと、福崎町におきましては、全国消防操法大会で福崎町消
防団・庄分団が兵庫県代表として「小型ポンプの部」に初出場されました。規律
ある機敏な動きで素晴らしい操法を披露され、兵庫県としても初めて全国優勝の
栄光を勝ち取られました。輝かしい成績をおさめられたその基本には、「団結し

て物事に取り組み、根気よくそして粘り強くやり遂げること」があると思います。まさに一念が天に通じ
たその姿勢は、福崎町の皆さんに大きな希望と勇気を与えられたことでしょう。 
　さて　さて、一方一方、国の内外ともに大きな変革の時期に遭遇しております国の内外ともに大きな変革の時期に遭遇しております。地方分権改革が進むなか地方分権改革が進むなか、地方自治地方自治
体の自己決定・自己責任による自治体運営が求められ、まさに行政の真価が問われている時代であります。 
　福崎町議会といたしましても、福崎町の皆さまの信頼と　福崎町議会といたしましても、福崎町の皆さまの信頼と負託に応えるべく、安心して、負託に応えるべく、安心して、生き生きとして生き生きとして
暮らすことができる豊かな福崎町づくりに向かって、なお一層の努力を重ねてまいる所存でございます。 
　今年の干支は「うさぎ」でございます。私たち議会議員　今年の干支は「うさぎ」でございます。私たち議会議員全員は、うさぎの大きな耳のよ全員は、うさぎの大きな耳のように耳を澄ませうに耳を澄ませ
て福崎町の皆さまの声を聞き、誠心誠意尽くしてまいる所て福崎町の皆さまの声を聞き、誠心誠意尽くしてまいる所存でございます。本年が皆さま存でございます。本年が皆さまにとりまして、にとりまして、
跳ねるうさぎのように飛躍の年となりますことを心よりお祈りし、新年のごあいさつといたします。 
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　１２月４日（土）に市川町文化センターで『第４回
神崎郡子ども会オセロ大会』が開催されました。参
加者９４人が盤上で熱い対戦を行い、互いの知恵を競
い合いました。 
　福崎町の入賞者は次のとおりです。おめでとうご
ざいます。 
　　　【低学年の部】　　　　　　【高学年の部】 
優　勝　中村慧太（小３）　　第３位　井口　悠（小５） 
準優勝　日野こころ（小３） 
第３位　直江蒼士（小２） 
　各部の上位入賞者１６人は、２月２７日（日）に開催
される『第４回中播磨子ども会オセロ大会』に出場
されます。がんばってください。 

（社会教育課） 

 
 
　１１月５日に開催された平成２２年度全国社会福祉
大会で、福崎町民生委員児童委員協議会が、民生委
員優良活動団体として厚生労働大臣表彰を受賞され
ました。 
 

 
 
　１０月２８日に開催された第７９回全国民生委員児童
委員大会で、民生委員児童委員の祖父元昭一さん（馬
田）と三木良子さん（山崎）が、全国民生委員児童委
員連合会会長表彰を受賞されました。 
 
　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（健康福祉課） 

民生委員児童委員協議会 

厚生労働大臣表彰 

　１１月２５日（木）～２６日（金）、
岐阜市で「第５１回全国体育指導
委員研究協議会」が開催されま
した。 
　その席上で、大杉光正さんが
３０年勤続体育指導委員表彰を受
賞されました。 
　この賞は、体育指導委員を３０年以上務め、顕著な
活躍をされた方に対して贈られるもので、兵庫県で
は７人が受賞されました。 
　大杉さんは、昭和５５年から体育指導委員を務めら
れ、現在も各種スポーツ大会や行事の企画・運営な
どを通じて、町のスポーツ振興に大きく貢献されて
います。 
　今後ますますのご活躍を祈念します。 

（社会教育課） 

民生委員（祖父元さん・三木さん） 

全国民生委員児童委員連合会会長表彰 

第３回　　識雅夫科学賞 

福崎小学校５年　　廣瀬七歩 

小学生の部 「クモのヒミツ」 

中学生の部 

福崎東中学校１年　奥田紗世子 

「音の振動の実験」 

　『　識雅夫科学賞』は、福崎町名誉町民である
　識雅夫の顕彰を図るために平成２０年度に設立し
たもので、小中学生から自由研究などを募集し、
有識者による審査選考を経て賞が決められます。 
　第３回目の今年は５０点の作品が集まりました。 

 
 
 
　クモを見て研究してやろうという勇気に驚きま
した。クモの巣を黒い紙に貼り付ける発想もすば
らしいです。 
　また、検索やフィールドワーク（調査・採取）、
まとめ（分析）が、わかりやすくまとめられています。 
 
 
 
 
　目に見ることのできない音を目に見えるように
するアイデアはすばらしいです。 
　また、その実験が非常にわかりやすい結果を招
いていることに感心しました。 
 
　この２作品以外にも、身近な生活周辺にある素
朴な疑問を観察した優れたものが数多くありました。
福崎町の子どもたちから第２の　識雅夫が誕生す
ることを夢みています。 

（教育委員会） 
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★エルデホール催物のご案内★ 

■開場時間／１０：００～１８：００ 

　　　　　　（最終日は１３：００まで） 

■入場料／無料！ 

☆全国的に有名な“県立香寺高校美術

工芸部”の作品展です。絵画、彫刻、

デザイン、工芸の作品が展示されます。

作品の前に立つと、若きアーティスト

たちのエネルギーを感じるほど、すばらしいものばかり

です。ぜひ間近でご覧ください。 

2月の催し 入場無料！ ２月18日（金）～20日（日） 

エルデ 
美術館 

チケット好評発売中！ １月16日（日） チケット好評発売中！ 1月の催し 

「ゼロの焦点」 映画用スクリーン竣工記念事業 
エルデムービーシアター 

■上映時間／①１０：００～１２：１０ 

　　②１３：００～１５：１０　③１６：００～１８：１０ 

　　（開場各２０分前） 

■入場料／大人８００円　高校生以下５００円 

（当日各２００円増）【全席自由】 

☆失踪した夫を捜す妻、社長夫人、受付

嬢の３人の女性の決して交わるはずのな

かった運命が、失踪事件と時同じく起こった殺人事件の

もと、複雑に絡み合っていく。夫の失踪の理由とは？殺

人事件の犯人とは？その目的とは？松本清張原作の本格

ミステリーをぜひご覧ください♪ 

しっそう 

から 

ひろう 

チケット好評発売中！ ２月11日（金・祝） 2月の催し 

第8回　エルデ社交ダンスパーティー 

香作展（KOH－SA－TEN） 

■出演／一般の社交ダンス愛好家のみな

さん、ハピネスダンスアカデミー所属

の仲西勝さん、正信有美さんによるデ

モンストレーションもあります！ 

■開演／１３：３０（開場１３：００） 

■入場料／１,０００円（当日２００円増） 

☆メインホールがダンスフロアに大変身！

社交ダンスがお好きな方なら、どなたでもご参加いただ

けます。デモンストレーションを披露していただくプロ

の仲西さん・正信さんペアの華麗なダンスは必見です！

観覧のみの方も毎年多数お越しいただいています。ぜひ、

お気軽にお申し込みください♪ 

２月26日（土） 

■出演／大野雄二 

　　　　ルパンティックファイブ 

■開演／１９：００（開場１８：３０） 

■入場料／大人３,５００円　高校生以下２,５００円 

（当日各５００円増）【全席自由】 

☆大野雄二さんの楽曲は、数々のＣＭ・

テレビ・映画で作品を盛り上げ、代表作

「ルパン三世」「大追跡」のサウンドトラックの人気は

現在も衰えません。『ジャズは難しいものではなく、格

好良くて楽しいもの』をモットーにしたコンサートで、

大迫力のパフォーマンスをご覧ください♪ 

2月の催し 

「大野雄二＆ルパンティックファイブジャズコンサート」 エルデ 
ジャズフェスティバル 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【１月の休館日】１日～３日・６日・１１日・１３日・２０日・２７日 
　【２月の休館日】３日・１０日・１２日・１７日・２４日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

♪ 募 集 の お 知 ら せ ♪ 

エルデホールにあるスタインウェイ・フルコンサートピ

アノを弾いてみませんか？ピアノ独奏・連弾はもちろん、

他の楽器とのアンサンブルやピアノ伴奏による独唱・重

唱も大歓迎！また、今年は数組限定で、プロのピアニス

トによる公開レッスンも予定しています。この機会にエ

ルデホールのステージに立ってみませんか？ 

■出演／一般応募のみなさん〔先着５０人（組）様〕 

■入場・出演料／無料（ただし、出演者には4月16日（土）

エルデスプリングコンサート「田部京子ピアノリサイタル」

のチケットをご購入いただきます） 

■募集期間／1月21日　9：00～2月9日（必着） 

※先着50人（組）に達した時点で締め切ります。 

3月の催し ３月20日（日） 

「ピアノが来た日～第１９章～」 スタインウェイ 
ピアノ演奏会 

とき　１月３０日（日）１３：００～　ところ　エルデホール 
出演グループ 
　・・兵庫西ＪＡ女性会福崎支部七種会＆もちの木会 
　・・福崎小学校ＰＴＡコーラス“玉響” 
　・・姫学保育園 
　・・福崎アルコバレーノ児童合唱団 
　・・サルビア保育園 
　・・田原っ子合唱団 
　・・童謡・唱歌の学校 
　・・福崎高等学校ギター・マンドリン部 
　・・ＫＦＫ典楽会 
　・・アポロン 
　・・福崎ひるハーモニー 
　・・福崎西中学校合唱部 
　・・女声合唱団ポーコ・ア・ポコ 
　・・合唱団サリマライズ 
　・・福崎高等学校コーラス部・吹奏楽部 
　・・近畿医療福祉大学吹奏楽部 

（文化センター） 



田 原 幼 稚 園 

園児数 職員数 
男　児 
女　児 
合　計 

41人 
32人 
73人 

園　長 
主任教諭 
教　諭 
臨時教諭 
介助員 
合　計 

1人 
1人 
1人 
1人 
1人 
5人 

（平成２２年４月１日現在） 

〈沿革〉 
昭和２２年４月１０日　田原小学校の校舎で小学校低学年の
　　　　　　　　　先生が保育 
昭和３２年７月１日　福崎町立田原幼稚園として許可 
昭和３３年４月２７日　田原幼稚園独立園舎施工 
昭和３３年５月１日　独立園舎に移転 
　　　　　　　　　福崎町立田原幼稚園として現在に至る 
平成２年３月３０日　新園舎完成により移転 

〈保育目標〉 
・意欲的に生活する子 
・自ら聴こうとする子 
・自分で考え行動しようとする子 
・自分も友だちも大切にできる子 

〈保育方針〉 
・基本的生活習慣を確立する。 
・人や物とのかかわりを大切にし、社会性や思いや
りの心を育てる。 
・自然とかかわり、豊かな感性を育てる。 
・自尊感情を高め、豊かな人権感覚の芽生えを育む。 

　友だちや身近な自然に親しみをもってかかわり、
心と身体をはずませ意欲的に行動できるような保育
を心がけています。また、園生活を送るなかで、「う
れしい」「楽しい」「悔しい」など、さまざまな感情
を体験することを通して、がんばったり、友だちと
協力したり励まし合ったり、時にはがまんしたりす
るなど、お互いに育ち合える仲間づくりをめざして
います。一人ひとりの心に寄り添い、自尊感情を高
め、自分も友だちも大切にできる子どもを育ててい
きたいと思っています。 

ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書8冊　　児童書4冊 
「だいじょうぶ３組」　　乙武　洋匡 
「人生の終いじたく」　　中村メイコ 

行事予定（１月１５日～２月５日） 

子ども映画会 
1月22日（土） 
14：00～ 

「ふしぎの国のアリス」 

おはなし会 

1月15日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
2月2日（水） 
11：00～ 

資料整理日２月３日（木）休館 

５ 

期間は１か月以内で営利を目的としないこと 

問い合わせ先　図書館 

　　　　　　　　22－3790

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

“こころ豊かなふくさき”を願って 
“こころ豊かな兵庫”を 

めざして 

（愛称： 
 ココロン） 

　今月のボランティア活動予定（１／２０～２／１９）
をお知らせします。ぜひご参加ください。 
みどりのグループ 
　２月１日（火）１０時～　文化センター花壇 
　２月１６日（水）９時～　七種川沿い新町花壇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 
　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けていますのでご利用ください。 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 23



生活科学 
センター 
だより 

カ
ニ
な
ど
の
電
話
勧
誘
販
売
に
 

ご
注
意
を
！
 

〔
相
談
〕 

　
高
齢
の
母
が
「
今
な
ら
半
額
に

す
る
」
と
カ
ニ
を
勧
誘
す
る
電
話

を
受
け
、
以
前
購
入
し
た
こ
と
が

あ
る
業
者
と
思
い
承
諾
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
は
違
う
業
者
で
高
額

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
断
り
た
い
と

す
ぐ
電
話
を
し
た
が
、
つ
な
が
ら

な
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う

か
。 

（
５０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
業
者
か
ら
商
品
が
届
い
た
ら
、

受
取
拒
否
を
し
、
そ
の
時
に
業
者

名
や
所
在
地
な
ど
を
確
認
し
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
ハ
ガ
キ
（
契

約
解
除
通
知
書
）
を
簡
易
書
留
で

出
す
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
「
カ
ニ
は
好
き
で
す
か
」「
ホ
タ

テ
や
イ
カ
も
お
ま
け
し
ま
す
」
な

ど
と
電
話
が
あ
り
「
強
引
に
契
約

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」「
断
っ

た
の
に
商
品
が
届
い
た
」「
届
い

た
商
品
が
代
金
に
見
合
わ
な
い
粗

末
な
内
容
だ
っ
た
」
と
い
う
相
談

が
、
高
齢
の
方
を
中
心
に
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
特
定
商
取
引
法
の
改
正
に
よ
り

平
成
２１
年
１２
月
１
日
か
ら
、
訪
問

販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
な
ど
に
お

い
て
、
購
入
し
た
カ
ニ
な
ど
の
生

鮮
食
品
に
つ
い
て
も
、
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
た
だ
し
、
３
０
０
０
円
未
満
の

現
金
取
引
は
適
用
対
象
外
で
す
。 

　
電
話
な
ど
で
商
品
の
勧
誘
を
受

け
た
場
合
は
、
あ

い
ま
い
な
返
事
を

す
る
と
、
業
者
が

つ
け
こ
ん
で
送
り

つ
け
て
く
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
必

要
の
な
い
物
は
き

っ
ぱ
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。 

 

　
頼
ん
で
い
な
い
の
に
勝
手
に
送

り
つ
け
て
く
る
商
品
に
つ
い
て
は
、

代
金
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
代
引
配
達
な
ど
で
一
度
支
払

っ
て
し
ま
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す

こ
と
は
大
変
困
難
で
す
。 

　
注
文
し
た
か
ど
う
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
物
は
、
一
度
受
取
を
保
留

し
て
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
受

取
を
保
留
し
た
場
合
で
も
一
定
期

間
は
運
送
業
者
で
保
管
さ
れ
る
の

で
、
必
要
が
あ
れ
ば
後
日
連
絡
す

る
と
受
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　 
      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

「旬の野菜を食べて健康に！」 

日時　1月18日（火） 

　　　13：30～15：00 

場所　生活科学センター　　

　　　講義室 

講師　栄養士　村上貴美子さん 
 

　旬の野菜は味が濃く、おい

しいことはもちろん、栄養も豊

富です。 

　効果的な食べ方について学

びます。ご参加ください。 

生活科学教室のご案内 生活科学教室のご案内 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

ハイ！消費生活 
　　　相談員です。 

６ 

■
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射 

　
生
涯
１
回
の
登
録
と
、
毎
年
１

回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。 

■
犬
の
放
し
飼
い
の
禁
止 

　
屋
外
で
飼
育
す
る
場
合
は
、
鎖

な
ど
で
つ
な
ぐ
か
、
し
っ
か
り
し

た
囲
い
の
中
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。 

■
散
歩
時
の
マ
ナ
ー 

　
散
歩
時
は
、
犬
を
リ
ー
ド
な
ど

に
つ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

外
出
時
の
糞
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て

く
だ
さ
い
。
他
の
人
の
迷
惑
と
な

り
ま
す
。 

■
猫
の
屋
内
飼
育 

　
猫
の
糞
尿
も
他
の
人
の
迷
惑
と

な
り
ま
す
。
猫
は
屋
内
で
飼
育
し

て
く
だ
さ
い
。 

■
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
と
き 

　
ペ
ッ
ト
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す

ぐ
に
捜
し
、
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、

警
察
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
、
役

場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き 

　
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
ら
、
３０
日

以
内
に
鑑
札
を
持
参
し
、
役
場
住

民
生
活
課
に
死
亡
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
犬
の
火
葬
・
埋
葬
は
、

直
接
民
間
の
専
門
業
者
や
こ
う
ふ

く
苑
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

（
ペ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
連
絡
先
） 

○
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
龍
野
支
所 

　
　
０
７
９
１
・
６３
・
５
１
４
６ 

○
福
崎
警
察
署
（
会
計
課
） 

　
　
０
７
９
０
・
２３
・
０
１
１
０ 

○
こ
う
ふ
く
苑 

　
　
０
７
９
・
２
３
２
・
３
１
９
６ 

（
住
民
生
活
課
）  

◇ 

ペ
ッ
ト
の
飼
主
の
義
務
に
つ
い
て 

◇ 

ふ
ん 

日時　１月26日（水） 

　　　13：30～15：00  

場所　神河町中央公民館 

　　　グリンデルホール 

　　　（神河町寺前６４）  

内容　落語「悪質商法ほんまに

　　　き～つけま～せ」 

　　　金万亭出臍師匠・金万亭

　　　お稽古さん  

申込先　生活科学センター 

　　　　（　22－4977）  

主催　兵庫県姫路生活科学センター 

消費者フォーラム 

～しまった！困った！　　 
そんなときの　　 

　　　　消費者センター～ 

きん まん てい 

けい こ 

きん まん てい で べそ 

ペ
ッ
ト
の
飼
主
は
、
法
的
義
務
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ペ
ッ
ト
を 

飼
育
し
て
く
だ
さ
い
。 



い
つ
も
あ
り
が
と
う 

福
崎
小
学
校
５
年
　 

牛
尾
桜
華 

命 

田
原
小
学
校
６
年
　 

松
井
佐
弥 

　
私
の
周
り
に
は
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
、
私
た
ち
が
学
校
か

ら
家
に
帰
る
と
き
は
、
地
域
の
ヘ

ル
パ
ー
の
方
々
が
安
全
に
家
に
帰

ら
れ
る
よ
う
に
通
学
路
に
立
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

　
家
族
の
人
に
も
毎
日
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
家
は
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
妹
、
私
の

４
人
家
族
で
す
。
お
父
さ
ん
は
毎

日
仕
事
に
行
っ
て
、
お
母
さ
ん
は

仕
事
や
家
事
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。 

　
友
だ
ち
に
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
朝
学
校
に
行
く
と
、
た
く
さ
ん

の
友
だ
ち
が
、 

「
お
う
ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
う
。
」 

と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
失
敗

し
た
と
き
に
は
、
笑
わ
せ
て
は
げ

ま
し
て
く
れ
て
、
け
が
を
し
た
と

き
に
は
、 

「
ほ
ん
ま
、
よ
う
け
が
す
る
な
あ
。」 

と
笑
っ
て
元
気
づ
け
て
く
れ
ま
す
。

私
の
周
り
に
は
、
い
っ
し
ょ
に
遊

ん
で
く
れ
る
友
だ
ち
や
、
た
よ
れ

る
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

　
私
は
、
い
つ
か
、
い
つ
も
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
人
に
、
「
あ
り

が
と
う
。
」
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

     

　
わ
た
し
は
、
最
近
に
な
っ
て
、

や
っ
と
命
の
重
み
に
本
当
に
気
が

つ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
実

際
、
わ
た
し
自
身
、
も
う
ち
ょ
っ

と
で
死
に
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
す
。
命
の
こ
と
で
深
く
考
え

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

　
去
年
の
夏
に
、
川
へ
行
っ
て
遊

ん
で
い
て
お
ぼ
れ
か
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
川
の
流
れ
を
す
べ
っ

て
い
て
、
う
ず
の
中
に
入
っ
て
し

ま
っ
て
浮
き
上
が
っ
て
こ
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
苦
し
く

て
「
わ
た
し
、
死
ぬ
の
。
」
と
思

い
ま
し
た
。
自
分
が
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
、

す
ご
く
こ
わ
か
っ
た
で
す
。
近
く

に
い
た
お
じ
さ
ん
に
助
け
て
も
ら

わ
な
か
っ
た
ら
、
今
頃
死
ん
で
い

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
お
じ

さ
ん
は
命
の
恩
人
だ
と
思
い
ま
し

た
。
助
け
て
も
ら
っ
た
後
も
、
す

ご
く
こ
わ
く
て
ふ
る
え
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
で
す
。
ま
さ
か
自
分
で

も
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
の
で
、
命
は
ち
ょ
っ
と

し
た
こ
と
で
も
す
ぐ
に
く
だ
け
て

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。 

　
二
度
目
に
命
の
重
み
を
感
じ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

電
車
に
乗
っ
て
い
た
と
き
で
す
。

車
内
が
満
員
に
近
か
っ
た
の
で
、

わ
た
し
は
立
っ
て
い
ま
し
た
。
し

ば
ら
く
す
る
と
、
ブ
ー
と
音
が
鳴

り
ま
し
た
。
そ
し
て
大
き
な
音
が

し
て
電
車
は
止
ま
り
ま
し
た
。
電

車
の
人
身
事
故
で
し
た
。
女
の
人

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
自
殺
で
し

た
。
わ
た
し
は
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
す
ご
く
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

運
転
手
の
人

は
わ
た
し
よ

り
も
っ
と
苦

し
か
っ
た
し
、

こ
わ
か
っ
た

だ
ろ
う
な
と

思
い
ま
し
た
。

自
分
か
ら
命

を
絶
と
う
と

思
う
ほ
ど
、

亡
く
な
っ
た

女
の
人
も
苦

し
か
っ
た
ん

だ
ろ
う
な
あ

と
思
い
ま
し

た
。 

　
命
を
早
く
な
く
し
て
も
、
た
ぶ

ん
良
い
こ
と
は
一
つ
も
な
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
が
今
つ
ら
く
て
も

そ
こ
を
が
ん
ば
れ
ば
、
良
い
こ
と
、

楽
し
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
の
女
の
人
も
も
う
ひ

と
ふ
ん
ば
り
し
て
い
た
ら
、
命
を

落
と
さ
な
く
て
も
す
ん
だ
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。 

　
自
分
で
も
分
か
ら
な
い
間
に
、

命
に
関
わ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
た

し
は
悔
い
の
な
い
死
に
方
を
し
た

い
で
す
。
命
は
簡
単
に
な
く
す
こ

と
は
で
き
る
け
れ
ど
、
と
り
も
ど

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、

わ
た
し
は
簡
単
に
命
を
捨
て
た
り

し
な
い
で
、
命
を
大
事
に
し
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

田原小学校１年　松本涼花 

高岡小学校２年　後藤悠輝 

福崎町 

思
い
や
り
　
そ
れ
が
　
み
ん
な
の 

　
合
い
言
葉 高

岡
小
学
校
４
年
　
　 

橋
本
華
子 

友
だ
ち
は
　
な
く
て
は
な
ら
な
い 

　
宝
物 

田
原
小
学
校
６
年
　
　 

三
輪
尚
毅 

「
ぼ
く
な
ん
か
」
　
そ
ん
な
心
に 

　
ま
け
な
い
で 

福
崎
小
学
校
５
年
　
　 

西
村
百
穫 

よ
ろ
し
く
ね
　
そ
の
ひ
と
こ
と
で 

　
と
も
だ
ち
だ 

八
千
種
小
学
校
５
年
　 

谷
岡
昂
樹 

７ 



フェニックス共済 
兵庫県住宅再建共済制度 

（財）兵庫県住宅再建共済基金　℡０７８-３６２-９４００　　http://web.pref.hyogo.jp/wd34/phoenixkyosai.html

震災から学んだ「助け合いの大切さ」を自然災害への 
備えに生かしたフェニックス共済に、ぜひご加入ください。 

マンションにお住まいの皆様へ 
従来の個人加入に加え、管理組合が1棟単位で加入できる 
制度もあります。 

●複数年一括支払時には割引があり更にお得 
●地震保険や他の共済との併用可能 
●申込用紙は、郵便局、県民局、市町、金融機関窓口等に設置 

（個人加入） 

（管理組合加入） 

※半壊以上の被害 
　を受けて再建、 
　購入、補修した 
　場合 

年額 
5,000円 

年額 
2,400円×住戸数 

最高 
600万円 

最高 
300万円×住戸数 

負担金 給付金 

　
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

制
度
」
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
両
方
を
利
用
し
、
そ
の
自
己

負
担
額
が
高
額
に
な
っ
て
い
る
世

帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。 

　
対
象
と
な
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

２
月
以
降
に
申
請
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
申
請
方
法
な
ど
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
２１
年
８
月
か
ら
平
成
２２
年

７
月
の
間
に
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
の
種
類
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
な
ど
、
お
知
ら
せ
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

  

制
度
の
趣
旨 

　
医
療
保
険
で
は
医
療
費
の
自
己

負
担
額
に
つ
い
て
、
１
か
月
ご
と

の
「
自
己
負
担
限
度
額
」
が
設
け

ら
れ
、
自
己
負
担
額
が
こ
の
限
度

額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
部
分

が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。 

　
ま
た
、
介
護
保
険
で
も
同
様
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
額

に
つ
い
て
、
１
か
月
ご
と
の
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超

え
た
部
分
が
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
、
医
療
と
介
護
の
両
方

が
重
な
っ
た
場
合
、
世
帯
の
負
担

は
大
き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

を
緩
和
す
る
目
的
で
平
成
２０
年
４

月
に
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

  

制
度
の
概
要 

　
１
年
間
（
前
年
８
月
１
日
か
ら

当
年
７
月
３１
日
、
以
下
「
計
算
期

間
」
と
い
う
）
の
医
療
と
介
護
の

自
己
負
担
の
合
算
額
が
算
定
基
準

額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た
部
分

を
支
給
し
ま
す
。
（
表
１
） 

 

合
算
の
範
囲 

　
基
準
日
（
計
算
期
間
の
末
日
、

通
常
７
月
３１
日
）
時
点
で
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
の
世
帯
単
位
で
、

計
算
期
間
中
に
、
医
療
と
介
護
の

両
方
を
負
担
し
た
場
合
に
合
算
し

ま
す
。
な
お
、
入
院
の
際
の
食
事

代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。 

　
住
民
票
上
で
同
じ
世
帯
で
も
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
異
な

る
と
き
は
、
別
世
帯
と
な
り
合
算

で
き
ま
せ
ん
。
（
図
１
） 

　
ま
た
、
医
療
か
介
護
の
一
方
の

負
担
が
な
い
場
合
は
、
該
当
に
な

り
ま
せ
ん
。 

 

申
請
受
付 

　
基
準
日
（
７
月
３１
日
）
時
点
に

加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
の
窓
口

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
福
崎
町

内
に
居
住
し
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
健
康

福
祉
課
で
受
付
し
ま
す
。 

  

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
被
保
険
者
証 

・
印
鑑 

・
振
込
先
口
座
を
確
認
で
き
る
も

の（
通
帳
な
ど
） 

※
住
む
市
町
や
加
入
す
る
医
療
保

険
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
以
前

の
保
険
で
の
「
自
己
負
担
額
証

明
書
」 

＊
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
＊

＊
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
＊ 
＊
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
＊ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
の
み
な
さ
ん
へ 

（表１）算定基準額 

負担区分 

現役並み 
所得者 

一　般 

区分Ⅱ 

区分Ⅰ 

算定基準額 

67万円 
 

56万円 

31万円 

19万円 

※算定結果が５００円以下の
場合は支給できません。 
※区分Ⅱ：世帯員全員が、
住民税非課税の場合。 
※区分Ⅰ：「区分Ⅱ」のうち、
その世帯の各所得が０円
である場合。年金所得は、
所得控除を８０万円とし
て計算します。 

（図１）高額医療・高額介護合算制度に 
　　　　おける世帯 

住民票上の世帯 

住民票上の世帯 

父 
後期高齢者医療 
被保険者 

世帯主 
国保被保険者 

子（学生） 
国保被保険者 

妻 
社会保険の 

被保険者（本人） 

子 
社会保険の 
被扶養者　 

母 
後期高齢者医療 
被保険者 

高額医療・高額介護 
合算制度における世帯 

８ 



■回答者の属性 

　今後の公共交通のあり方を検討していくため

に、９月に「日頃よく行く場所」や「交通手段

の利用状況」などについて、アンケートを実施

しました。その集計結果の概要をお知らせしま

す。 

　各自治会をはじめ、多くのみなさんにご協力

いただき、ありがとうございました。（詳細は、

健康福祉課及び町ホームページでご覧いただけ

ます。） 

健康福祉課（内線３５１） 

アンケート調査概要 

＜性　別＞ ＜年　齢＞ ＜職　業＞ 
　男性、女性でほぼ半数ずつとなって
います。 

　６０代、５０代、４０代及び３０代の順に
多く、５０代以上で約６割を占めていま
す。 

　就業者が約５割を占めていますが、
主婦、無職もそれぞれ約２割と多くな
っています。 

男性 ４８％ 

１０代 ６％ ８０歳以上 
６％ 

２０代 
９％ 

就業者 
４８％ 

主婦・主夫 
２０％ 

無職 
２２％ 

学生 
６％ 

３０代 
１４％ 

４０代 
１４％ 

５０代 
１７％ 

６０代 
２２％ 

７０代 
１２％ 

女性 ５２％ 

その他 
４％ 

配布日 平成22年9月16日 
平成22年9月30日 
自治会による配布・回収 
6,029世帯 
4,246世帯  
70％  
10,610人（1世帯あたり約2.5人）  

16,916人 
(15歳未満も含めると19,733人) 

63％ 

回答期限日 

回答人数 

15歳以上の福崎町民 
（平成22年7月現在） 

回答率 

配布・回収状況 

方　法 
配布数 
回収数 
世帯回収率 

９ 

■町民全体の移動を再現するための係数（拡大係数）の設定 
・年齢別人口による拡大 
　年齢別回答者数と年齢別人口を用いて、１０歳ごとの年代別で得られた数を比
較し、拡大補正を行いました。（平均拡大係数：１.５９）  
・移動回数による補正 
　日頃よく行く場所（問２）は移動に関する設問であり、単位を
トリップ（移動量）と呼びます。この移動量を1日当たりの量に
するため、移動回数を用いて、頻度補正係数を設定しました。（た
とえば、週に１回＝１/７＝０.１４となります。） 

※端数処理のため、合計が１００％にならない場合があります。 



■福崎町民の流動 ＜町外流動＞ 
　旧姫路市、加西市、香寺町への 
流動が多くなっています。 

＜町内流動＞ 
　西田原、南田原、福田関連の 
流動が多くなっています。 

旧姫路市 

香寺町 

夢前町 

加古川市 

た つの 市 

太子町 

相生市 

市川町 

神河町 

宍粟市 

明石市 

神戸市 

西脇市 

西宮市 

多可町 

朝来市 

高砂市 

稲美町 

県外（東側） 

加西市 

小野市 

加東市 

安富町 

播磨町 

三木市 

福崎町 

凡例 
１０-４９ 

５０-９９ 

１００-２９９ 

３００４９９ 

５００以上 

単位: トリップ/日 

２３８ 

３６５ 

４８ 

３３ 

９１ 

４５ 

１５ 

１０ 

１４ 

３ 

１４ 

２ 

３ 

西田原 東田原 

南田原 

大貫 大貫 

八千種 

山崎 

福田 

田口 

高岡 

西治 

高橋 

福崎新 

馬田 

凡例 

１０-４９ 

その地区内 
　での移動量 

５０-９９ 
１００-２９９ 
３００-４９９ 
５００以上 

単位: トリップ/日 

９９９ 

※行き先だけを示し、 
　帰りの移動は含まれていません。 

■福崎町民の移動状況 
＜移動目的＞ 
　通勤・通学が約５割、買い物が約３割、他の目的は全て
１割未満となっています。 

　クルマ（運転）が７割を占め、他の交通手段は全て１割未
満となっています。一方で、サルビア号は０.５％と少なくな
っています。 

＜目的地までの主な交通手段＞ 

通勤・通学 
４９％ 

買い物 ３２％ 

通院 ４％ 
習い事 ２％ 
娯楽 ５％ 
食事 ２％ 
訪問 １％ 
寄り合い １％ その他 ４％ 

クルマ（運転） 
７３％ 

鉄道 
８％ 

クルマ（送迎） 
 ６％ 

サルビア号 ０.５％ 
バス ０.４％ 

タクシー ０.３％ 
バイク １％ 
徒歩 ２％ 

自転車 
　８％ 

１０ 

※行きの目的だけを示し、帰宅目的は含まれていません。 



■移動する時の問題点 
　約2割は移動する時に何かしらの問題を感じています。問題点としては、
「駅前の駐車場・駐輪場・送迎スペースが不十分」や「目的地や駅に行くバ
スがない」と回答している人が多くなっています。 

・「駐車場を増やす」「駅前広場を広くする」「駅まで行くバスを便利にする」
の順に多くなっています。 

０％ ２％ ４％ ６％ ８％ １０％ 

駅前の駐車場・駐輪場・送迎スペースが不十分 

目的地や駅に行くバスがない 

送迎してもらうのは何かと大変 

バスはあるが、利用しにくい 

その他 

不明 １２％ 

問題あり 
１８％ 問題なし 

７０％ 

利用あり ８％ 知らない ８％ 

知っているが 
利用なし 
８４％ 

一部は利用者などが負担して 
移動手段を確保する 

６０％ 

利用者の負担 
なしで移動手段 
を確保する 
２２％ 

個人の移動 
に任せる 
１８％ 

■福崎駅を利用しやすくするために最も重要だと思うこと 

■サルビア号利用状況及び今後の移動手段確保について 

＜サルビア号の利用状況＞ 

＜最も重要だと思うこと（１位）＞ 

　サルビア号については、９割以上の人が知っていますが、
利用したことがある人は１割未満と少なくなっています。 

　「一部は利用者などが負担して移動手段を確保する」が
約６割と多くなっています。 

＜今後の移動手段の確保について＞ 

０ １,０００ ２,０００ ３,０００ ４,０００ ５００ １,５００ ２,５００ ３,５００ ４,５００ （人） 

駐車場 

駅広 

駅までのバス 

道路整備 

店を増やす 

バリアフリー 

駐輪場 

今のまま 

改札 

その他 

駐　車　場：駐車場を増やす 
駅　　　　広：駅前広場を広くする 
駅までのバス：駅まで行くバスを便利にする 
道 路 整 備：道路を整備する 
店を増やす：買物や休憩できる店を増やす 
バリアフリー：バリアフリー化を推進する（段差の解消、エレベーター設置など） 
駐　輪　場：駐輪場を増やす 
今 の ま ま：福崎駅周辺は今のままでいい 
改　　　　札：自動改札や交通ＩＣカードを導入する 
そ　の　他：その他 

１１ 



農業委員会

農業委員会 
だより Ｑ．半年だけ農地を資材置場として貸してほしいと言われました。 

　　何か手続きが必要ですか。 
Ａ．知事や農業委員会の許可・届出が必要です。 
　農地を埋め立てなどをせずに、建設資材等をそのま
ま置く場合や、仮設の事務所、表土仮置場などにする
場合であっても、また、その期間が一時的なものであ
っても、許可や届出が必要になります。 
　農地の一時転用は、最長で３年までのうち、その工
事に必要な最小限の期間・面積です。期間が終了した
場合には、農地への復元完了した旨の報告書を提出し
ていただきます。 
　無断転用には、農地の所有者を含め、工事業者、下
請人など、違反転用者に厳しい措置がとられます。農
地法上の罰則規定（個人は３年以下の懲役または 
３００万円以下の罰金、法人は１億円以下の罰金）があ
るほか、同法５１条にもとづき、必要な場合は、農林

水産大臣または知事が事業の停止や農地への現状回復
等を命令することがあります。 
　資材置場に貸してほしいと依頼を受けたときは、そ
の土地が田、畑等農地である場合は、ご注意ください。 
　一時転用の許可手続きは、一般の申請・届出と同様
の手続きが必要となります。また、許可が出るまでの
日数も、一般の申請と同じ期間が必要になります。書
類等に不備があれば、さらに許可までの期間が延びま
すので、工事をされる前に十分に時間に余裕を持って
申請してください。 
　一時転用の詳しい手続きについては、農業委員会に
ご相談ください。 
問い合わせ先　福崎町農業委員会（産業課内・内線３９４） 

１２ 

農地の一時転用 

　公共下水道・農業集落排水・コミュニティプラントに接続す
る排水設備工事は、指定工事店でないとできません。工事は必
ず指定工事店へお申し込みください。福崎町指定工事店につい
ては、下水道課にお問い合わせください。 
　また、新築の場合はもちろん、自宅を増改築・建替えする際
に下水道管を改修する場合も、指定工事店での工事と役場への
申請が必要です。 
　新築、増改築及び建替えなどで、排水設備工事の申請が未届
けの場合は、ご連絡ください。 

　下水道を利用している家庭から排出される汚水の多くは、一
時的にポンプ施設に流入し、その後処理施設へ運ばれています。
最近、そのポンプ施設（福崎町全体：５９基）に異物が流入し、
異常停止するケースが多発しています。 
　特に、タオル、布、下着類、生理用品の流入がポンプ停止の
原因になっています。これらについては、家庭用廃棄物として
処理をしてください。 
　下水道はみなさんのものです。各家庭で正しい使い方を理解
のうえ、下水道へ異物を流し込まないよう、十分注意してご利
用ください。 

　現在、未接続世帯への接続推進を行っています。供用開始さ
れている区域のみなさんは、公共用水域の水質保全・生活環境
改善のため、下水道への接続を進めていただきますようお願い
します。 

問い合わせ先　下水道課（内線311・312） 

　中播都市計画下水道（福崎町決定）の変更に
ついて、都市計画法の規定にもとづき、案の縦
覧を行います。 

【縦覧の内容】 
①排水区域の拡大 
　　福崎工業団地及び福崎企業団地ほか 
②下水管渠（汚水）の追加 
　　福崎第２汚水幹線の追加 
【縦覧期間】１月１４日（金）～２８日（金） 
　　　　　　８：３０～１７：１５（土・日曜日を除く） 
【縦覧場所】役場まちづくり課 
【意見の提出】本案に意見のある方（福崎町の

住民及び利害関係人）は、上記の縦覧期間
中に意見書を提出できます。 
（中播都市計画下水道の変更について） 
福崎町長宛 

【問い合わせ及び意見書提出先】 
　まちづくり課（内線３３５） 
　〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６番地の１ 

中播都市計画下水道（福崎町決定） 
の変更に係る案の縦覧のお知らせ 

かんきょ 



日　時：２月１５日（火）１０：００～１１：３０ 
場　所：文化センター　１階　和室 
おやつ：おはぎ、ほうじ茶 
　　　　※食物アレルギーのある方は 
　　　　　申込時にお知らせください。 
　　　　※おやつ代として１人５０円が必要です。 
申込締切：２月１０日（木）までに子育て学習センターへ 
　　　　※同じ部屋で託児をします。おかあさん、お茶を 
　　　　　飲みながら、しばしリフレッシュしませんか？ 

“こどもdeつながるママ友のわ（輪・和・話）” 

ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

１月１３日（木）・２月１０日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌をうたったり、音に合わせてリズム遊び、身

体遊びなどを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

２月３日（木）　文化センター　２階　和室 

　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、

親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

「あそびのひろば」 

子育て学習センター 
（ともだちひろば） 

福崎町福田176－1（文化センター2階） 

　22－7830　Fax22－2561
な　や　み ゼロ 

〈開設日時〉 
　火・水・木・金曜日　９：００～１５：００ 
　　　　　第４土曜日　９：００～１２：００ 
〈個別相談〉　毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
　１月１８日（火）・２月１５日（火） 
　相談員：木村才子さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター 
（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　毎月第１火曜日　１０：００～１４：００ 
　２月１日（火） 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※対象地区以外の方も参加できます。 
※１月１４日はミニディの利用者の方との交流も予定しています。 
平成２２年度の地域支援活動“すきっぷひろば”は、１月で 
終了します。来年度もぜひご参加ください。 

1月の予定 

日　　程 
　1 月14日（金） 
　1 月17日（月） 
　1 月24日（月） 
　1 月28日（金） 

実施場所 
庄公民館 

南大貫公民館 
田尻公民館 
鍛治屋公民館 

対象地区 
余田・庄 

南大貫・西大貫・東大貫 
田尻 

小倉・鍛治屋 

日　時　１月２６日（水）１０：３０～１２：００（受付１０：１５～） 

場　所　エルデホール　メインホール 

出　演　NPO法人「音楽の家」 

　楽器が奏でる美しい音色は、聴く人のこころとからだ

を優しく包み込み、おだやかな気持ちにしてくれます。

そんな温かいコンサートを親子で楽しみませんか？ 

～子育て学習講座～ 
“絵本の読み聞かせに生演奏” 

「はらぺこあおむし」 

　「子どもへのかかわりって、こんなのでいいのかな…。」
子育て中の方なら誰しも感じることだと思います。その
ような時に、ちょっと聞いてもらえる人や場があると、
子育てがぐ～んと楽しくなりますよ。子どもといっしょ
に遊びながら、おしゃべりを楽しみませんか？ 

日　時　１月２５日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　子育て支援センター 
テーマ　「意欲のある子どもに」 
　　　　～「いやいや！」「自分で…。」こんな時、 
　　　　　親はどうしますか？～ 
　　　　※絵本の読み聞かせやわらべうた遊びもします。 
　　　　　個別相談員、スタッフもごいっしょします。 
対　象　１～２歳の子どもとその保護者 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　１５組 

　大人も子どもも活字離れがすすみ、言語力やコミュニ
ケーション能力が低下していると言われている今、子育
てに必要なことは…。 
　講師の先生を囲んで「言葉の力」をテーマに、子育て
の話だけではなく、絵本の読み聞かせやわらべうた遊び
を親子でいっしょに楽しみませんか。孫育てに奮闘中の
おじいちゃん、おばあちゃんもぜひご参加ください。 

日　時　２月８日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所　文化センター　小ホール 
講　師　大牧美江子さん 
内　容　「言葉の力」 
　　　　わらべうた遊び・絵本の読み聞かせなど 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
申込方法　子育て支援センターへ 

１３ 

～今、子育てに必要なこと～ 



　福崎町が行う建設工事、測量･建設コンサルタント
等業務または物品製造等の競争入札等に参加しよう
とする方は、あらかじめ競争入札等参加資格審査申
請を行い、競争入札等参加資格を有する者の名簿（以
下「名簿」という。）に登録されることが必要です。 
※平成２２・２３年度分の当初申請をされている方は、
今回の申請を行う必要はありません。 

 
１．建設工事、測量･建設コンサルタント等業務の競
争入札等に参加しようとする方は 

　「平成２２・２３年度福崎町競争入札等参加資格審査申
請書作成要領（建設工事、測量･建設コンサルタント
等業務）」にもとづき申請書を作成し、提出してく
ださい。なお、作成要領は、福崎町役場２階企画財
政課または福崎町役場ホームページで入手できます。 
　※福崎町役場ホームページアドレス 
　　　　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp 
 
２．物品製造等の競争入札等に参加しようとする方は 
　「平成２２・２３年度福崎町競争入札等参加資格審査申
請書作成要領（物品製造等）」にもとづき、申請書
を作成し、提出してください。なお、作成要領は、
福崎町役場１階出納室または福崎町役場ホームペー
ジで入手できます。 
 
３．受付期間 
　3月1日～3月31日　午前9時～午後4時 
　（土・日曜日、祝日を除く） 
※郵送による受付は、上記期間内必着のものに限り
　ます。 
 
４．登録の有効期間 
　平成23年7月1日～平成24年6月30日の1年間 
 
５．提出場所 
　福崎町役場　企画財政課　 
〒６７９－２２８０　兵庫県神崎郡福崎町南田原３１１６番地の１ 
　０７９０－２２－０５６０（内線２３１・２３２）　FAX０７９０－２３－０６８７ 
 
６．問い合わせ先 
（１）建設工事、測量･建設コンサルタント等業務に
　　　ついては 
　　　企画財政課　 
（２）物品製造等については 
　　　出納室 
　　　　０７９０－２２－０５６０（内線３０２） 
　　　FAX０７９０－２２－２９１９ 

平成２３年度福崎町競争入札等 
参加資格審査申請について（追加分） 

１４ 

　田口区のみなさんから「かわいいカモたちに」
と心をこめた「えさ」をいただきました。 
　「えさ」を持参してくださった方は次のとおり
です。（敬称略） 
　　宮　利康　松岡政行　尾　　寛 

（社会教育課） 

　コイヘルペスウイルス病のまん延を防止するた 
め、兵庫県内水面漁場管理委員会から次の指示が
ありました。ご注意ください。 
・県内の河川等からコイを持ち出して他の水域に
放流することを禁止する。 
・県内の河川等にコイを放流するときは、ＰＣＲ（ポ
リメラーゼ連鎖反応）検査等により、そのコイ
がコイヘルペスに感染していないことを確認す
ること。 
・コイの生死を問わず、河川等へのコイの投棄を
禁止する。 

指示の期間　平成２３年１２月３１日まで 

（注）指示に違反した場合は、漁業法にもとづい
　　　て罰せられることがあります。 

◎コイヘルペスウィルスは、コイだけに感染する 
　ウィルスで、人体にはまったく影響がありません。 

（産業課） 

　野外活動センターの山小屋に堀ごたつを設置し
ました。 
　冬の七種山は、いつもとちがった景色をみせて
くれます。 
　野外活動センターでの活動、「なぐさの森」で

の散策、文化財・名勝巡りの
際には、山小屋の堀りごたつ
でおくつろぎください。 

野外センターだより 



１５ 

○最高5,000円の税額控除を受けることが
できます。 
○医療費の領収書や給与所得の源泉徴収票
などの提出を省略することができます。 
○e－Taxで申告された還付申告は早期処理
しています。 

税務署からのお知らせ 

※申告会場では、パソコンを利用した申告書の
作成を推進しています。 
※2月1日（火）～3月15日（火）の間、姫路税
務署庁舎内では申告相談を行いません。 
申告書の受付、用紙の交付も姫路労働会館です。 
（なお、用紙については、国税庁ホームページ
から印刷することができます。http://www. 
nta.go.jp） 
※2月20日及び2月27日の日曜日に限り、姫
路労働会館を開設し、申告書の受付も行います。 
※各会場の駐車場は狭く大変混雑しますので、
車でのご来場はご遠慮ください。 
※確定申告期限間際は、大変混雑することが予
想されますので、申告は早めにお済ませくだ
さい。 
 
問い合わせ先 
姫路税務署　　079－282－1135（代） 
　上記番号にかけていただくと自動音声により
ご案内します。アナウンスに従い操作してくだ
さい。 
　姫路労働会館では、電話での案内、相談及び
取次ぎは行っていません。 

　自宅のパソコンから、国税庁ホームページの

「確定申告書等作成コーナー」を利用いただく

と、画面の案内に従って金額等を入力すること

により、確定申告書等を作成できます。作成し

た確定申告書等は印刷して税務署へ郵送等によ

り提出することができるので、とても便利です。 

　作成した所得税の確定申告データを電子申告

（e－Tax）を利用して送信すると 

 

 

 

 

 

 

 

　詳しくは、e－Taxホームページ（http://www. 

e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。 

※「イータックス」で検索してください。 

○自宅で確定申告書が作成できます 

○平成22年分の確定申告等の申告会場・申告期間 

申告区分 申告会場 

（２/１～３/１５）姫路労働会館 
（３/１６以降）姫路税務署 

相談時間 

９：００～１７：００ 
※なるべく１６：００まで 
　　にお越しください。 

申告期間 
（土・日・祝日を除く） 

所　得　税 ２月１６日（水）～３月１５日（火） 

３月３１日（木）まで 

２月１日（火）～３月１５日（火） 

消費税及び 
地方消費税 

贈　与　税 

　このたび、国の緊急総合経済対策における住宅の耐震改修の
緊急促進策として、国が３０万円/戸を緊急支援する制度が創設
されました。 
　兵庫県では、現在実施している「わが家の耐震改修促進事業」
の耐震改修工事費補助分に、定額３０万円を上乗せする形で補
助します。 
　この事業は平成２２年度限りの事業です。３月までに採択の
必要がありますので、住宅の耐震改修をご検討の方はお早めに
お申し込みください。（受付予定件数に達し次第終了します。） 
申込先　まちづくり課（内線３３６） 
※受付状況は、「ひょうご・わが家の耐震改修推進協議会ホームペ
ージ（http://hyotaikyo.web.fc２.com/）」でご確認ください。 

問い合わせ先 
　・県建築指導課　　０７８－３６２－４３４０ 
　・まちづくり課（内線３３６） 

住宅の耐震改修等の緊急促進事業 国の住宅耐震化緊急促進事業のイメージ 

わが家の耐震改修 

促進事業　　　　 

（耐震改修工事費補助） 

 

対象費用の 

1/4以内 

（６０万円限度） 

わが家の耐震 

改修促進事業 

（補助金額の 

加算）　 

 

対象費用の 

1/4以内 

（２０万円限度） 

所有者負担 

住宅の耐震化緊急 

促進事業 

（定額３０万円） 

改正部分 
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１. わがまちガイド 
　　町の施設をご案内！ 

２. 通訳派遣（英語） 
　　英語の通訳を派遣します 

３. 選挙制度 
　　町長選挙、町議会議員選挙のしくみ 

７. 私たちの税金 
　　町税のしくみ 

８. 住民税について 
　　町県民税の賦課について 

９. 申告について 
　　確定申告の書き方について 

16. 国保を正しく知ろう 
　　国民健康保険制度の概要について 

17. 医療制度について 
　　医療制度（後期高齢者医療制 

　　度含む）はどう変わったの？ 
18. 介護保険ってなあに？ 
　　介護保険制度について 

19. このまちでいつまでも自分らしく 
　 暮らすコツ（介護予防のはなし） 
　　介護予防サービスの紹介や高齢者 

　　の自立を支援する方法について 

20. 心と体の健康づくり講座 
　　乳幼児から高齢者まで各世代における 

　　健康づくりについて 

37. 議会の概要 
　　議員数、議会活動、委員会活動 

38. 議会の傍聴 
　　傍聴手続き 

39. 請願と陳情 
　　請願手続きと陳情 

40. 水と生活 
　　水を使ううえでの心がけをお話しします 

41. 水道水のできるまで 
　　福崎町の水道のしくみをお話しします 

52. エンジョイ、ニュースポーツ（高齢者編） 
　　グラウンドゴルフ、ペタンク、ミニトラ 

　　ンポリンなど 

53. エンジョイ、ニュースポーツ（一般編） 
　　ソフトバレーボール、インディアカ、 

　　ターゲットバードゴルフなど 

48. 学ぼう集う文化センター 
　　各種講座の案内、施設の見学 

４. 私のまちの家計簿 
　　福崎町の財政状況について 

５. まちの将来のすがた 
　　福崎町総合計画について 

６. 統計から見るまちのすがた 
　　各種統計で比較した福崎町のすがた 

42. 学校ＥＮＧＬＩＳＨ（イングリッシュ） 
　　ＡＬＴ（小・中学校英語指導補助員）の活用に 

　　よる国際理解 

43. 学校教育のあれこれ 
　　就学援助制度・教育事業の紹介、Ｑ＆Ａ 

44. 文化めぐりin福崎町 
　　地元の文化財、文化施設、人物などをいっ 

　　しょに検証する 

45. 大地に埋もれた歴史 
　　考古資料を使って、身近な歴史を見る・触れる・ 

　　考えることによって分かりやすく理解する 

46. 大庄屋三木家探訪 
　　大庄屋三木家を臨時開放し、三木家の歴史 

　　を紹介！ 

　　※大庄屋三木家は、主屋の工事中につき建物 

　　　内への入場ができないため、庭での案内と 

　　　なります。 

　　　また、工事の都合上、案内できない場合も 

　　　あります。 

47. みんなで考えよう人権と青少年問題 
　　ともに明るく生きる社会をめざして！ 

54. 歴史を体験しよう 
　　まが玉づくり、土器づくり、草木染め等の 

　　体験講座です 

55. 古代食を作ろう 
　　縄文クッキー、万葉食等の古代食を作って食べる 

　　ことにより、古代人の知恵と工夫を学びます 

49. おはなし会 
　　地域の民話や伝承を、手づくりの紙芝居 

　　や語りで行う 

50. 図書館を楽しもう 
　　図書館を見学してもらい、いろいろな楽 

　　しみ方・利用方法などを紹介する 

51. エルデホールってどんなところ？ 
　　ホール内の施設案内・見学をしてもらい、 

　　ホールを身近に感じてもらう 

27. 悪質商法にご用心 
　　悪質商法の手口、対処方法について 

28. 道路管理について 
　　道路の維持修繕対策・交通安全対策・占用と許可など 

29. 道路事業・計画について 
　　幹線道路の調査、計画から完成までの道路事業の流れ、進め方 

30. 河川利用と河川の役割について 
　　治水・利水・環境に関する河川の役割と河川の利用について説明 

31. 公共事業の用地買収について 
　　公共事業用地取得における考え方と流れなど 

32. 都市計画のはなし 
　　福崎町の都市計画について 

33. 住民参加のまちづくり 
　　まちづくり手法・事例について 

34. 建築物の安全性について 
　　家を建てるときに注意すべきことについて紹介、建築 

　　基準法の趣旨及び簡易耐震診断の説明 

35. 福崎町生活排水処理計画 
　　管内図により説明 

36. 公共下水道のはなし 
　　下水道の役割・すすめ方について 

10. 住民基本台帳、戸籍のはなし 
　　住基、戸籍の届出について 

11. 町営（公営）住宅の管理と運営 
　　入居基準、管理基準等について 

12. 国民年金のしくみ 
　　簡単なしくみの説明 

13. ごみの分別とごみの行方 
　　出されたごみがどのように処理され、または 

　　分別されてリサイクルされているのか 

14. 環境にいい暮らし方 
　　循環型社会をめざした生活様式について 

15. 大雨･地震への備え 
　　地域防災の強化のために 

21. 福崎町の特産品 
　　もちむぎ麺等のＰＲ 

22. ふくさきの農林業 
　　福崎町の農林業の現状 

23. ほ場整備とむらづくり 
　　集落営農組織と農地の基盤整備 

　　をむすびつけ、むらづくりに発展 

24. 土地のはなし 
　　土地の沿革、地租改正から地籍調 

　　査、里道・水路 

25. 土地改良施設管理 
　　ため池･井堰・農業用水路等の管理 

26. 福崎町の観光 
　　福崎町の観光資源や歳時記について 

せき 

新講座 

１６ 



１７ 

●文化センター行事予定（1/28～2/24） 

神崎学園 
日時：２月１０日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
　　　２月２４日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

福寿学園 
日時：２月１０日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　２月１７日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

老人大学一般教養講座（公開講座） 
日時：２月２４日（木）　１３：２０～１５：００ 
演題：健康を守るツボ 
講師：東洋医学師　加茂田　喬さん 
＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。 

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除 

対
象
者
認
定
書
交
付
の
お
知
ら
せ 

　
所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、

所
得
申
告
す
る
本
人
ま
た
は
扶

養
親
族
等
が
障
害
者
に
該
当
す

る
場
合
、
『
障
害
者
控
除
』
と

し
て
一
定
金
額
を
所
得
か
ら
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
こ
の
障
害
者
控
除
の
対
象
と

な
る
人
は
、
一
般
的
に
は
、
身

体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
す
が
、
手
帳
を
持

っ
て
い
な
く
て
も
「
年
齢
が
満

６５
歳
以
上
の
人
で
、
精
神
又
は

身
体
に
障
害
が
あ
り
、
そ
の
障

害
の
程
度
が
前
記
の
人
に
準
ず

る
も
の
と
し
て
市
町
村
長
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
」
も
、
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
こ
の
判
定
は
、
介
護
保
険
の

要
介
護
度
や
訪
問
調
査
等
で
お

聞
き
し
た
内
容
を
も
と
に
行
い

ま
す
（
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し

も
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
）。 

　
確
定
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ

る
方
は
、
事
前
に
役
場
健
康
福

祉
課
介
護
保
険
係
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
認
定
さ
れ
た
方
に

は
、
後
日
、
認
定
書
を
交
付
し

ま
す
の
で
、
確
定
申
告
時
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
確
定
申
告
時
に
障
害
者
控
除

対
象
者
認
定
書
を
提
出
し
な
い

と
障
害
者
控
除
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。 

問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

（
内
線
３
５
３
） 

　毎週金曜日は午後７時 
１５分まで窓口業務を延長
しておこなっています。 
　対応業務は、住民票、
戸籍、印鑑証明書、所得
証明書、外国人登録記載
事項証明書の交付です。 
＊住民異動、印鑑登録は
　除く。 

住民生活課窓口から 
のお知らせ 

福崎町町制施行５５周年企画 

　福崎町は今年５月３日に町制施行５５周年を迎えます。 
これにあたり、町の施策・歴史・文化など、５５年のあ
ゆみを残すため、現在、記念要覧を作成しています。 
　そこで、この要覧の１ページを、いろいろな視点か
ら見た町の風景・思い出の写真で飾るよう、みなさん
の撮影した写真「心に残るふるさとの風景」を募集し
ます。 

応募要件　福崎町に居住している（いた）方が町内で撮影し

た写真 

　（自然・町並み・行事などを背景にしたもの。風景のみも可。） 

応募方法　写真のタイトル、撮影した年代、撮影場所、氏

名、住所、連絡先電話番号を記入し、郵送またはメールで

お送りください。 

送付先　福崎町役場　総務課 

　　　　〒６７９－２２８０　福崎町南田原３１１６番地の１ 

　　　　soumu@town.fukusaki.hyogo.jp 

応募締切　２月７日（月） 

問い合わせ先　総務課（内線２２１） 

※写真のタイトル・氏名を掲載します。氏名の掲
載を希望しない場合はお知らせください。 
※フィルム・ネガなどの提出はご遠慮ください。 
※応募作品が多数の場合など、掲載できない場合
もありますので、ご了承ください。 
※お借りした写真は３月下旬頃にお返しします。 

思い出の一本松（新町） 
福　崎　太　郎 

はじめて
の歩こう

会 

福　崎　
花　子 



第67話 

　
現
在
、
福
崎
町
で
は
、
神
戸
大

学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
）
と
共
同
で
、
三
木
家

史
料
の
内
容
調
査
か
ら
、
福
崎
町

域
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
成
果
を
、
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
の
先
生
方
か
ら
み
な
さ
ん
に

隔
月
で
報
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
史
料
か
ら
新
た

に
わ
か
っ
た
三
木
家
の
姿
を
紹
介

し
ま
す
。 

   

　
三
木
家
は
、
姫
路
藩
の
大
庄
屋

と
し
て
、
現
在
の
福
崎
町
と
市
川

町
に
ま
た
が
る
神
東
郡
辻
川
組 

（
時
期
に
よ
っ
て
若
干
の
変
更
が

あ
り
ま
す
が
、
井
ノ
口
村
・
辻
川

村
・
北
野
村
な
ど
約
２０
か
村
）
を

範
囲
に
職
務
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。 

　
今
回
は
三
木
家
史
料
の
中
の
文

政
６
年
（
１
８
２
３
）
１
月
「
諸

御
用
日
記
」
を
素
材
に
、
そ
の
職

務
の
一
つ
と
し
て
、
姫
路
藩
か
ら

の
御
触
書
（
一
般
民
衆
に
公
布
し

た
公
文
書
）
の
伝
達
に
関
与
す
る

側
面
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。 

　
例
え
ば
、
文
政
６
年
４
月
２９
日

に
、
触
元
大
庄
屋
か
ら
中
島
組
・

御
立
組
・
辻
川
組
の
大
庄
屋
に
対

し
て
、
大
坂
の
実
綿
市
場
主
江
戸

屋
弥
兵
衞
が
播
磨
国
で
綿
売
買
に

携
わ
っ
て
い
る
農
民
ら
を
自
ら
の

配
下
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
姫
路
藩
が
村
々
に

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
強

く
申
し
渡
し
た
御
触
書
が
伝
達
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
触
元
大
庄
屋
と
は
、
代
官
か
ら

の
御
触
書
を
大
庄
屋
た
ち
へ
通
達

す
る
た
め
に
任
命
さ
れ
た
役
職
で

す
。
こ
の
御
触
書
か
ら
は
、
中
島

組
・
御
立
組
・
辻
川
組
を
一
つ
の

単
位
と
し
て
御
触
書
を
伝
達
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
３
組
が
御
触

書
の
終
着
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
３
組
の
大
庄
屋

か
ら
各
組
内
の
村
々
へ
も
御
触
書

が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
当
時
の
辻
川
組
の
大
庄

屋
は
三
木
藤
作
で
あ
り
、
彼
は
同

組
内
の
村
々
へ
こ
れ
を
伝
達
し
、

姫
路
藩
の
意
向
を
周
知
さ
せ
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

の
で
す
。 

諸御用日記 
文政6年（1823） 

ふ
れ
も
と 

お
ふ
れ
が
き 

ご
よ
う
に
っ
き 

し
ょ 

た
ず
さ 

に
な 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

　
新
成
人
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
日
本
に
住
む
２０
歳
か
ら
６０
歳
未

満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家

族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
加
入
の
届
出
や
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔

す
る
前
に
、
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。 

　
加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
住
民

生
活
課
ま
た
は
姫
路
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
２０
歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金

等
に
加
入
中
の
方
は
、
加
入
手
続

き
は
不
要
で
す
。
） 

　
な
お
、
学
生
の
方
や
収
入
が
少

な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

の
場
合
は
、
「
学
生
納
付
特
例
」

や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
な
ど
保

険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
と
あ
わ
せ
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。 

■
国
民
年
金
の
給
付
に
つ
い
て 

３
種
類
の
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す 

○
老
齢
基
礎
年
金 

　
６５
歳
か
ら
生
涯
受
け
ら
れ
ま
す
。 

○
障
害
基
礎
年
金 

　
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の
状
態
に

な
っ
た
方
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

○
遺
族
基
礎
年
金 

　
夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
子
の

あ
る
妻
ま
た
は
子
が
受
け
ら
れ
ま

す
。 

■
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う 

　
公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ
て

の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る

基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入

す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ

れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
加

入
記
録
や
保
険
料
の
納
付
状
況
な

ど
が
こ
の
番
号
で
管
理
さ
れ
ま
す
。 

　
年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す
る

手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所 

　
　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 

２０
歳
か
ら
国
民
年
金 

福
崎
の
身
近
に
あ
る

福
崎
の
身
近
に
あ
る 

歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う

歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

福
崎
の
身
近
に
あ
る 

歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う 

〜
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

共
同
研
究
報
告
〜 

大
庄
屋
三
木
家
の
職
務
① 

地
域
連
携
研
究
員
　
山
　
善
弘 

被保険者の種類 第１号被保険者 第３号被保険者 第２号被保険者 

対象者 

保険料 

国庫負担 

２０歳以上６０歳未満
の自営業・農林漁
業・学生の方など 

第２号被保険者に
扶養されている配
偶者 

会社員・公務員など 

国民年金保険料 
【定額】１５,１００円 
（平成２２年度） 

・被保険者本人は保険料
　負担を要しない 
・配偶者の加入している
　年金の保険者が負担 

厚生年金保険料率 
０.１６０５８％ 
（平成２２年度９月現在） 
労使折半で保険料負担 

基礎年金の国庫負担割合については平成２１年４月１日から
それまでの１/３から１/２に引き上げられました 

１８ 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日
は 

　
　
２
月
１５
日
（
火
） 

　
　
３
月
１５
日
（
火
） 

　
　
４
月
１９
日
（
火
）
で
す
。 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。（
４
月
中
の
利
用

は
、
２
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な

り
ま
す
。） 

★
月
の
初
日
の
受
付
時
間 

・
電
話
予
約
は
、
午
前
８
時
３０
分 

か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。（
初

日
以
外
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
） 

・
来
館
で
の
予
約
は
、
午
前
８
時

２０
分
か
ら
先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
石
け
ん
、
タ
オ

ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

 

巡
回
バ
ス
「
動
く
画
廊
」
の

お
知
ら
せ 

　
巡
回
バ
ス
を
動
く
画
廊
と
し
て
、

車
内
に
保
育
所
児
、
幼
稚
園
児
の

絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
１
月
２３
日
（
日
）
か
ら
２
月
２６

日
（
土
）
は
、
サ
ル
ビ
ア
保
育
園

で
す
。 

　
巡
回
バ
ス
を
ご
利
用
の
う
え
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
健
康
福
祉
課
） 

 「
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
」 

登
録
の
ご
案
内 

　
「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
は
、

大
地
震
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た

と
き
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
支
援
を
必
要
と
す
る 

方
々
で
す
。
「
歩
行
が
困
難
」「
周

囲
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
」「
身

近
に
支
援
し
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
」
な
ど
に
よ
り
、
孤
立
し
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
地
域
全
体
で
要
援
護
者
の 

方
々
を
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
福
崎
町
で
は
、
災
害
時
要
援
護

者
を
支
援
す
る
地
域
の
活
動
に
活

用
す
る
た
め
、
本
人
の
同
意
に
よ

る
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
を
作
成

し
、
登
録
し
た
方
に
つ
い
て
の
情

報
を
平
常
時
か
ら
警
察
署
、
消
防

署
、
自
主
防
災
組
織
、
民
生
児
童

委
員
な
ど
と
共
有
し
て
い
ま
す
。 

　
一
人
暮
ら
し
老
人
の
方
や
高
齢

者
世
帯
、
重
度
の
障
害
を
お
持
ち

の
方
へ
は
個
別
に
案
内
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
他
に
も
支
援
を
求

め
る
方
は
、
災
害
か
ら
あ
な
た
の

身
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
名
簿
登
録

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
災
害
時
は
不
測
の
事
態

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
名
簿
へ
の
登

録
は
、
確
実
な
支
援
や
安
全
を
保

障
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
か
ら
各
家
庭
で
災
害
に
備
え

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
名
簿
へ
の
登
録
を
希
望
す
る
方
、

ま
た
こ
の
内
容
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５

１
）
へ
。 

 

公
民
館
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
福
崎
町
公
民
館
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
で
は
、
平
成
２３
年
度
公
民
館

ク
ラ
ブ
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル
も
、
公
民

館
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
申
し
込
み
は
、
１
月
１８
日（
火
）

か
ら
２
月
８
日
（
火
）
ま
で
で
す
。 

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
次
回

の
受
付
は
平
成
２４
年
度
に
な
り

ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

文
化
セ
ン
タ
ー 

　
２２
・
３
７
５
５ 

 

文
珠
荘
バ
ス
売
却
の
お
知
ら
せ 

　
こ
の
た
び
、
文
珠
荘
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
を
売
却
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

１
月
中
に
福
崎
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

出
納
室
　
用
度
係
（
内
線
３
０

２
） 

 

く
れ
さ
か
環
境
事
務
組
合 

平
成
２３
・
２４
年
度
競
争
入
札
等

参
加
資
格
の
申
請
受
付 

対
象 

　
平
成
２３
・
２４
年
度
に
く
れ
さ
か

環
境
事
務
組
合
が
実
施
す
る
建
設

工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
及
び
物
品
製
造
等
の
入
札
見

積
り
に
参
加
す
る
法
人
、
個
人 

受
付
期
間 

２
月
１
日（
火
）〜
３
月
１８
日（
金
） 

９
時
〜
１７
時
（
土
・
日
曜
日
・

祝
日
を
除
く
） 

要
綱
・
様
式 

　
く
れ
さ
か
環
境
事
務
組
合
で
配

布
。
ま
た
、
く
れ
さ
か
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。 

※
ア
ド
レ
ス 

h
ttp
://w

w
w
.yu
m
e
tv.jp

/ 
̃kuresaka/ 

提
出
方
法 

　
持
参
ま
た
は
郵
送
・
メ
ー
ル
便

可（
郵
送
・
メ
ー
ル
便
の
場
合
は

受
付
期
間
内
必
着
） 

問
い
合
わ
せ
先 

く
れ
さ
か
環
境
事
務
組
合
総
務
課 

〒
６
７
１
・
２
１
２
１ 

姫
路
市
夢
前
町
宮
置
８
０
３
番

地 　
０
７
９
・
３
３
５
・
３
６
７
０ 

 

猫
の
引
取
り
日
の
お
知
ら
せ 

　
兵
庫
県
で
は
、
毎
月
１
回
、
猫

の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

猫
の
引
取
日 

　
１
月
２５
日（
火
） 

　
２
月
２２
日（
火
） 

　
３
月
２２
日（
火
） 

引
取
方
法 

・
当
日
の
朝
８
時
３０
分
か
ら
１０
時

ま
で
に
、
役
場
住
民
生
活
課
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
事
前
に
猫
搬
送
箱
を
貸
し
出
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

料
金 

　
飼
い
猫
の
引
き
取
り
に
は
、
料

金
が
か
か
り
ま
す
。 

・
成
猫
１
匹
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

・
子
猫
１０
匹
ま
で
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

＊
猫
の
捕
獲
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

（
住
民
生
活
課
） 

　
「
福
崎
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
」（
ふ
る
さ
と
納
税
）へ
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。（
１１
月
分
） 

寄
附
者
　
岡
　
憲
吾
様（
神
戸
市
） 

　
　
　
　
２０
万
円 

　
　
　
　
辻
　
幸
二
様（
西
宮
市
） 

　
　
　
　
２０
万
円 

ふ
る
さ
と
納
税
　
　 

　
　
　
寄
附
の
お
礼 

お知らせ 

information

１９ 



ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委

託
を
受
け
た
特
定
非
営
利
活
動
法

人
コ
ム
サ
ロ
ン
２１
が
運
営
し
、
働

く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き

こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み

を
抱
え
て
い
る
若
者
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。 

　
こ
の
た
び
、
中
播
磨
地
区
を
対

象
に
出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
１
月
２６
日（
水
） 

　
　
　
１３
　
３０
〜
　
１４
　
３０
〜 

　
　
　
１５
　
３０
〜 

　
　
　
各
１
人
　
予
約
制 

会
場
　
神
河
町
中
央
公
民
館
会
議
室 

　
　
　
神
河
町
寺
前
６４ 

　
　
　
（
神
河
町
役
場
南
） 

対
象
　「
働
く
自
信
が
な
い
」な
ど
の

心
の
問
題
を
抱
え
る
１５
歳
〜
概
ね

３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護
者 

締
切
　
１
月
１９
日（
水
）ま
で 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町 

・
市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
神
河
町
役
場
　
住
民
生
活
課 

　
　
０
７
９
０
・
３
４
・
０
９
６
２ 

  

ろ
う
あ
者
移
動
相
談
室 

　
聴
覚
障
害
者
や
そ
の
家
族
、
関

係
者
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

お
答
え
し
ま
す
。
手
話
通
訳
者
も

同
席
し
ま
す
。 

日
時
　
２
月
１５
日（
火
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時 

場
所
　
サ
ル
ビ
ア
会
館
　
会
議
室 

問
い
合
わ
せ
先 

　
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー 

　
　
０
７
８
・
８
０
５
・
４
１
７
５ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
８
０
５
・
４

　
１
９
２ 

  

県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学

院
　
平
成
２３
年
度
学
院
生
募
集 

　
身
体
等
に
障
害
の
あ
る
求
職
者

を
対
象
と
し
て
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。 

募
集
科
目 

　
パ
ソ
コ
ン
Ｎ
Ｃ
科
・
パ
ソ
コ
ン

Ｃ
Ａ
Ｄ
科
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ

ン
科
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
科 

　
各
科
と
も
６
人
程
度
・
１
年
制 

募
集
期
間 

　
２
月
８
日（
火
）ま
で 

問
い
合
わ
せ
先 

　
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院 

　
　
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０ 

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
９
２
８
・
５

　
５
１
２ 

  

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス 

「
放
送
大
学
」
学
生
募
集 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
大
学
で
す
。
こ
の
た
び
、
平
成

２３
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）

の
学
生
募
集
を
行
い
ま
す
。
大
学

や
大
学
院
の
授
業
科
目
を
１
科
目

か
ら
気
軽
に
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
こ
の
機
会
に
放
送
大
学
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

出
願
受
付
期
間 

　
２
月
２８
日
（
月
）
ま
で 

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
内
） 

　
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.ouj.ac.jp 

  

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校
（
仮
称
）

４
月
開
校
　
第
１
期
生
募
集 

募
集
コ
ー
ス 

（
１
年
コ
ー
ス
） 

住
宅
設
備
・
木
造
建
築
・
溶
接
・

金
属
塗
装
・
機
械
加
工
・
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
６
コ
ー
ス 

（
６
か
月
コ
ー
ス
） 

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の
２

コ
ー
ス 

応
募
資
格 

　
高
校
等
新
卒
者
・
１８
歳
以
上
の

求
職
者 

授
業
料
　
無
料
（
教
材
費
別
途
） 

問
い
合
わ
せ
先 

県
立
姫
路
高
等
技
術
専
門
学
院

も
の
づ
く
り
大
学
校
（
仮
称
）

募
集
担
当 

　
０
７
９
・
２
９
８
・
０
９
０
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
0
1
0
.upp.so- 

net.ne.jp/him
eg
i/ 

 

「
成
人
特
例
入
試
」
で
あ
な
た
も

高
校
生 

出
願
資
格
　
２０
歳
以
上
（
平
成
２２

年
４
月
１
日
現
在
） 

出
願
手
続 

入
学
願
書
・
受
検
票
・
受
検
届
・

面
接
調
査
票 

願
書
受
付 

２
月
２２
日（
火
）〜
２４
日（
木
） 

１４
時
〜
１９
時 

受
付
場
所 

　
姫
路
北
高
等
学
校
事
務
室 

入
試
日
時 

３
月
１４
日（
月
） 

８
時
２０
分
集
合 

入
試
科
目
　
作
文
と
面
接 

問
い
合
わ
せ
先 

県
立
姫
路
北
高
等
学
校 

　
０
７
９
・
２
８
１
・
０
１
１
８ 

    

昔
の
遊
び
に
挑
戦
！ 

コ
マ
回
し
大
会
・
羽
根
つ
き

教
室
参
加
者
募
集
!! 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
「
昔
の
遊

び
に
挑
戦
！
」
と
題
し
て
、
コ
マ

回
し
大
会
と
羽
根
つ
き
教
室
を
開

催
し
ま
す
。 

　
近
ご
ろ
目
に
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
コ
マ
回
し
と
羽
根
つ
き
。

昔
の
遊
び
の
楽
し
さ
を
再
認
識
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
ま
た
、
親
子
の
ふ
れ
合
う
機
会

と
し
て
「
親
子
の
部
」
に
多
く
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

日
時
　
１
月
２９
日（
土
） 

　
　
　
９
時
２０
分
〜
受
付 

場
所
　
第
１
体
育
館 

部
門 

①
コ
マ
回
し
大
会 

・
タ
イ
ム
レ
ー
ス
（
親
子
の
部
・

子
ど
も
男
子
の
部
・
女
子
の
部
） 

・
け
ん
か
ゴ
マ 

②
羽
根
つ
き
教
室 

参
加
資
格
　
町
内
小
学
生
と
そ
の

保
護
者 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１

月
２３
日
（
日
）
ま
で
に
直
接
第

１
体
育
館
へ
。（
月
曜
日
休
館
） 

そ
の
他
　
コ
マ
は
予
備
を
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
羽
子
板
は
主
催

者
で
用
意
し
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
第
１
体
育
館
（
　

２２
・
１
１
５
３
）
へ
。 

ス
ポ
ー
ツ 

：
 

：
 

：
 

お
お
む 

２０ 



小
春
日
や
掘
り
出
し
物
の
陶
器
市 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
車
夫
走
る
時
雨
る
る
京
の
渡
月
橋 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

傘
す
ぼ
め
路
地
行
く
京
の
初
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

行
き
ず
り
の
人
振
り
向
き
し
七
五 

三
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

千
社
札
は
が
れ
色
あ
せ
神
の
留
守 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

初
時
雨
人
を
散
ら
し
て
通
り
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

引
き
抜
き
し
大
根
の
穴
並
び
け
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

消
防
の
演
習
始
ま
り
朝
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

寄
り
添
い
て
旅
の
夫
婦
に
初
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

寺
庭
の
古
井
戸
囲
む
石
蕗
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

旅
に
出
る
バ
ス
の
行
く
先
時
雨
雲 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

小
夜
時
雨
色
柄
の
よ
き
傘
借
り
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

老
い
の
身
を
隠
す
派
手
目
の
冬
衣

装
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
　
瞳 

 

大
根
を
引
き
て
尻
も
ち
つ
き
に
け 

り
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

犬
小
屋
の
修
理
は
か
ど
る
小
春
の 

日
　
　
　
　
　
　
　
難
波
は
る
み 

 

ド
ラ
イ
ブ
の
車
窓
に
映
え
る
渓
紅

葉
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
芙
美 

 

小
春
の
日
捨
て
猫
居
つ
く
地
蔵
堂 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

土
手
い
っ
ぱ
い
桜
の
花
の
咲
き
た
れ
ば
思
は
ず
我
の

心
は
躍
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
朝
加
都
良 

 

汗
ふ
き
し
タ
オ
ル
は
毎
日
五
・
六
枚
な
れ
ど
ウ
エ
ー

ト
に
変
化
は
あ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 

 

金
・
銀
の
箔
鏤
め
し
石
州
和
紙
に
そ
こ
は
か
と
た
つ

手
漉
き
の
温
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 
 

う
と
ま
れ
し
泡
立
草
の
群
生
に
恩
寵
の
ご
と
秋
陽
そ

そ
げ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

流
さ
れ
て
ま
た
戻
り
く
る
あ
め
ん
ぼ
う
水
の
流
れ
に

揺
蕩
ひ
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

人
住
ま
ぬ
庭
の
モ
ク
セ
イ
輝
け
り
香
り
を
風
に
今
日

も
見
て
過
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

軒
の
辺
の
八
つ
の
通
草
太
り
き
て
色
づ
き
初
め
り
開

く
は
い
つ
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

挨
拶
に
来
て
呉
れ
し
か
や
と
出
で
た
れ
ど
婆
の
動
作

を
待
て
ず
鶲
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

風
に
立
ち
群
青
の
空
仰
ぎ
み
る
幸
せ
ひ
と
つ
あ
れ
ば

し
あ
わ
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

腰
掛
と
正
座
に
家
内
の
日
常
を
五
年
す
ご
せ
り
足
に

胼
胝
消
え
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
田
垣
婦
美 

 

村
祭
り
の
屋
台
に
徒
け
る
幼
ら
も
法
被
姿
に
地
べ
た

に
座
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

晩
秋
に
家
島
の
真
浦
訪
う
あ
し
た
波
お
だ
や
か
な
瀬

戸
の
島
影
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

晩
秋
の
ひ
と
日
が
暮
れ
て
灯
を
と
も
す
薄
き
手
帳
に

書
く
ほ
ど
も
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

は
く
ち
り
ば 

た
ゆ
た 

お
ん
ち
ょ
う 

つ 

た
　
こ 

あ
け
び 

俳

句

会 

短

歌

会 
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
連
合
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

　
１１
月
２１
日
（
日
）
、
ア
ス
パ
ル

多
可
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

平
成
２２
年
度
「
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

２１
ひ
ょ
う
ご
」
全
県
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
福
崎
町
か
ら
、
中
播
磨
地
区
を

代
表
し
て
２
ク
ラ
ブ
が
出
場
し
ま

し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
男
子
の
部
】 

準
優
勝
　
た
か
お
か
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

【
混
合
の
部
】 

準
優
勝
　
田
原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

 

合
氣
道
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
１０
月
２４
日
（
日
）
、
第
２３
回
香

寺
合
氣
道
演
武
大
会
が
香
寺
総
合

公
園
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
５
部
門
４８
人
が
参
加
し
、
大
活

躍
し
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

【
初
級
の
部
】 

第
２
位
　
山
野
裕
喜
（
小
１
） 

　
　
　
　
羽
室
京
太
郎
（
小
２
） 

【
下
級
の
部
】 

第
３
位
　
羽
室
美
彩
妃
（
小
３
） 

　
　
　
　
藤
後
実
優
（
小
２
） 

【
下
級
の
部
】 

第
４
位
　
羽
室
研
二
（
一
般
） 

　
　
　
　
山
野
吉
史
（
一
般
） 

【
上
級
の
部
】 

第
２
位
　
筧
佐
智
（
一
般
） 

　
　
　
　
谷
岡
め
ぐ
み
（
一
般
） 

【
親
子
の
部
】 

優
　
勝
　
羽
室
研
二
（
一
般
） 

　
　
　
　
羽
室
美
彩
妃
（
小
３
） 

【
親
子
の
部
】 

第
４
位
　
筧
佐
智
（
一
般
） 

　
　
　
　
筧
ま
お
（
小
４
） 

　
合
氣
道
協
会
は
毎
週
土
曜
日
１５

時
か
ら
第
１
体
育
館
で
稽
古
を
し

て
い
ま
す
。 

　
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
見
学
に

来
て
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
　
羽

室
　
　
２０
・
０
０
１
２
） 

　トイレ改修工事に伴い、第１グラ

ンドが３月１０日（木）まで使用できま

せん。 

　大変ご迷惑をおかけしますが、ご

協力をお願いします。 

問い合わせ先 

　第１体育館　　２２－１１５３（月曜日休館） 

体育館からのお知らせ 

第１グランドが使用できません 

け
い
こ 

２１ 



No.273
明るい笑顔　はずむ声 
　　今年１年が　いきいきとした年でありますように 

　ノロウイルスによる集団感染が流行しやすい季節
です。 
　学校、職場、施設内でノロウイルス感染による嘔
吐・下痢が発生しても、発端は家庭内での感染によ
る場合が多い状況です。ノロウイルスにはワクチン

もなく、その感染を防ぐことは簡単ではありません。
子どもや高齢者は、健康な成人よりノロウイルスに
感染し、発病しやすいため、一人ひとりが予防に努
めましょう。 

＜予防対策のポイント＞ 
・下痢･嘔吐等消化器症状のある人は回復するまで
調理を控えましょう。 
・食品はよく加熱しましょう。 
　（中心部８５℃１分以上） 
・調理前、調理中、食事直前に、必ず石けんで手洗
いをしましょう。 
・吐物、下痢便の処理を適正にしましょう。 

＜吐物・下痢便の処理の仕方＞ 
・使い捨てマスク、エプロン、手袋を着用し、でき
るだけ飛散させないようにペーパータオルなどで
きれいに拭き取ります。 
・汚染された便座や床は、換気しながら２００ppm次
亜塩素酸ナトリウムに浸したタオルなどで拭き、
その後、水拭きしてください。 
・汚染したペーパータオル、使い捨てマスク、手袋
などはビニール袋に密封して捨ててください。 
・汚染されたリネン類は、洗剤を入れた水の中で静
かにもみ洗い後、８５℃１分以上の熱水洗濯もしく
は２００ppmの次亜塩素酸ナトリウム消毒してから
洗浄してください。布団などは、スチームアイロ
ンや布団乾燥機なども効果的です。 
・下洗い場所は、洗濯後、２００ppmの次亜塩素酸ナ
トリウムで消毒してから掃除してください。 

11月から4月にかけて流行します 
ノロウイルスによる感染症・食中毒に要注意！ ノロウイルスによる感染症・食中毒に要注意！ 

　石けんで 
　　よく手を洗って、 
しっかり 
　ゆすぎましょう。 

と げ り 

おう 

ほったん 

２２ 

ふ 

あなたの物忘れ、気になりませんか？　物忘れ度チェックコーナー設置 
　「最近同じことを何度も言うなあ」 
　「今日は何日だっけ？」など、物忘れが気にな
ることがありませんか？ 
　年をとってくると物忘れなんて当たり前…そ
れとも気になる物忘れ… 
　簡単なテストであなたの物忘れ度がチェック
できます。 
　５問の問いに、パソコンの画面をタッチして
答えるだけ！ 
　所要時間は５分程度です。気軽にチェックし
てみませんか？ 
　物忘れ度チェックコーナーは「地域包括支援

センター」在宅介護支援センター「なぐさの郷」
「すみよしの郷」の３か所に設置しています。 
　ご希望の方は、各事務所職員に声をかけてく
ださい。 

地域包括支援センター発 

※物忘れ相談プログラム設置事業は宝くじの助成を受けて実施しました 



保健センターだより 

＜講演＆実習＞ 

「言語聴覚療法の“いろは”を知ろう！」 

　講師：兵庫県立総合リハビリテーションセンター 

　　　　中央病院 

　　　　　言語聴覚士　東山　毅さん 

　　＊高齢者の言葉と聞こえの特徴 

　　　会話のポイント 

　　＊摂食・嚥下機能向上の取り組みなど 

＜日時＞　２月１５日（火）１３:３０～１５:３０ 

＜場所＞　保健センター 

＜対象＞　障害者・高齢者の介護をしている方 

　　　　　言語聴覚療法に興味のある方 

　　　　　（言葉・聞こえ・嚥下について） 

＜申込＞　２月１０日（木）までに社会福祉協議

　　　　　会（　２３－０３００）へお申し込みくだ

　　　　　さい。 

　※今回は介護教室（社協主催）と合同開催です。 

＊＊＊あなたの参加をお待ちしています＊＊＊ 

2月の『介護者のつどい』　　 
　…言語療法がテーマです… 
2月の『介護者のつどい』　　 
　…言語療法がテーマです… 

第111号 

　ケアステーションかんざきでは11月13日に地

域公開講座を開催しました。今回は、発達障害の

当事者であり発達障害の子の親でもある、笹森理

絵さんをお招きし、発達障害の方の感じ方などに

ついてお話いただきました。 

　感じ方の特性の部分では、「答えがはっきりし

ていることは理解しやすいが、想像しないといけ

ないことはすごく苦手」「たとえば国語では文章

の裏に隠されている気持ちを読むことが苦手なの

で、小説の読解はとても苦労した」というお話を

されました。 

　また、写真を使ってご自身がどんなところに注

目して周囲を見ておられるのかも説明していただ

きました。たとえば、笹森さんは、姫路城を見に

行ったとき、他の人がお城の石垣に見とれている

ような場面でも、石垣のそばの道に映っている木々

の葉っぱの影が気になって、そればかり見ていた

そうです。 

　その他にも、他の人と注目する視点が違うため、

たとえば何人かと話している場面でみんなが笑っ

ていても何が面白いかがわからなかったり、逆に

他の人はおかしくないところで爆笑して、周りか

ら変な目で見られたりすることもあったそうです。

参加された方々は、実生活で経験してこられた笹

森さんの生の声に熱心に耳を傾けておられました。 

　その中でも、私たちがとても勇気づけられるお

話がありました。それは、「今の感じ方や物のと

らえ方、苦手さが一生続くわけではない。」「ま

わりからやれやれと言われるとなかなかできない

けど、何かのきっかけで『自分でやろう！』と思

うと、苦手なことでもできるようになることもあ

る。」というお話です。 

　このお話を聞くと、発達障害の特性だと簡単に

あきらめるのではなく、少し時間はかかっても、

本人の『やりたい！』『がんばってみよう！』と

いう気持ちを育てることが、子どものできること

を増やしたり、生活の幅を広げていくことにつな

がっていくのだと実感しました。 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

血管老化度測定 

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

3 歳 児 健 診  

一般希望者 
 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２２.２月生まれの児 

H２２.１０月生まれの児 

Ｈ２２.１０月生まれの児 

Ｈ２２.３月生まれの児 

H１９.１２・H２０.１月生まれの児 

９時３０分～１１時 

１３時３０分～１５時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

２/１４（月） 
 

月～金 

２/１４（月） 
 

２/１４（月） 

１/２６（水） 

２/１５（火） 

１/２６（水） 

２/１６（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター行事予定（１/２０～２/１９） 

＊三種混合（ＤＰＴ）、二種混合（ＤＴ）、麻しん風しん混合（ＭＲ）、
日本脳炎は、指定医療機関にて随時行っています。（要予約）
対象者は忘れずに、接種間隔に気をつけて接種を受けましょう。 

２３ 

えんげ 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
子 育 て学習センター  
子 育 て支援センター  
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  
社 会 福 祉 協 議 会  

第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
（財）柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２２年１１月末現在 

７，１１６世帯 
９，３２５人　 
　４３人　 
１９人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６６９人 
１０，３４４人 
　６１人 
２１人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２４ 

 　
１２
月
１８
日（
土
）、
ふ
く
さ
き
歴
史
体
験
隊
員
が

凧
づ
く
り
に
挑
戦
。
ゴ
ミ
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

材
料
に
、
カ
ラ
フ
ル
で
個
性
的
な
作
品
が
完
成
し

ま
し
た
。 

　
高
く
あ
が
り
、
美
し
く
舞
う
凧
の
よ
う
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
輝
く
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

　
今
年
も
「
広
報
ふ
く
さ
き
」
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
明
治
４１
年
、
柳
田
國
男
は
農
商
務
省
を
経
て
法
制
局
参
事
官
と
し
て

九
州
〜
四
国
地
方
を
視
察
し
、
農
業
政
策
な
ど
の
講
演
を
し
な
が
ら
各

地
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
途
中
で
、
「
椎
葉
の
奇
習
」
と
い
わ
れ

る
農
法（
焼
畑
）の
話
を
聞
き
、
強
い
興
味
を
ひ
か
れ
て
宮
崎
県
・
椎
葉

村
を
訪
れ
ま
し
た
。
当
時
の
中
瀬
淳
村
長
の
案
内
で
村
内
を
巡
り
、
焼

畑
の
話
、
狩
り
の
伝
承
と
習
慣
、
地
名
や
土
地
の
言
葉
な
ど
を
熱
心
に

見
聞
き
し
た
そ
う
で
す
。 

　
そ
の
翌
年
、
村
で
の
経
験
に
心
を
動
か
さ
れ
た
國
男
は
、
日
本
民
俗

学
最
初
の
出
版
物
と
な
る
「
後
狩
詞
記
」
を
著
し
ま
し
た
。
本
書
は
、

内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
椎
葉
村
の
狩
猟
の
習
慣
に
関
す
る
も
の
で
、
山
村

社
会
で
独
自
の
営
み
を
行
う
山
人
の
姿
を
忠
実
に
書
き
記
し
て
い
ま

す
。
刊
行
に
あ
た
っ
て
は
、
國
男
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
中
瀬
村
長

が
、
伝
承
資
料
や
古
文
書
な
ど
多
く
の

資
料
を
丹
念
に
書
写
し
て
送
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
椎
葉
村
は
、
柳
田
國
男
を
民
俗
学
へ

と
い
ざ
な
い
、
今
日
の
日
本
民
俗
学
創

建
の
地
と
し
て
、
そ
の
名
を
現
代
の
世

に
残
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
場
所
で
も

あ
る
の
で
す
。（
興
梠
志
津
・
福
島
　
彩
） 

▲『後狩詞記』自費出版した初版本 
〈（財）柳田國男・松岡家顕彰会記念館蔵〉 

す
な
お 

や
ま
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こ 


